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PBL（課題解決型学習）としての探究学習

近年、知識の習得に加えて、実社会に関わる課題を自ら発見し、他者と協働しながら解決してい
く力が必要だと言われます。そのための学習方法が『課題解決型学習：Project-Based Learning』（以
下、PBL）です。PBL では、社会課題に対して、生徒自身が「問いを立て」、「情報収集」、「分析・
考察」し、「解決策を提案・実践」していきます。
この PBLの題材として、１学年は SDGsをテーマとしています。

１．課題の発見「問いを立てる」
「なぜこの問題は解決されないのか？」「自分達にできることは何か？」などの問いを立てます。
「どうしてこうなっているのか？」「もっと良くするにはどうしたら良いのか？」と疑問に思っ

たり悩んだりすることが、大切なスタート地点です。SDGs の課題は、すぐに正解が出せるものば
かりではありません。「答えのない問い」に対して、自分なりの答えを見つけようとする姿勢こそ
が、探究学習の大きな意義です。
２．情報収集と分析
図書館やインターネットで調べたり、アンケートを取ったり、地域の人に話を聞いたりしながら、

今どんな問題があるのか、どうしてそれが起きているのかを詳しく調べます。日頃から新聞に目を
通すことで、貴重な情報にいきつくことも多くあります。
３．解決策の立案と実行
調べたことをもとに、「自分達にできること」を考えます。例えば、「ごみを減らすためのポス

ターを作る」「フードロス対策のイベントを企画する」など、アイデアを話し合って決めていきま
す。すぐに完璧な答えが出なくても、行動してみて気づくこともたくさんあります。
４．成果の発表と振り返り
まとめたことや行動したことをクラスや学校の人たちの前で発表したり、ポスターやスライドに

して共有します。他の人の意見を聞いたり、自分の考えをふり返ったりすることで、さらに学びが
深まります。
５．課題の再設定
解決できないこと、今後も継続させるべきことは、「問いの立て直し」をします ⇒１へ戻る

PBLでは、次のような力が育まれます：

と、私が PBL について熟知しているようなことを書いていますが、正直理解不足です。私自身
が学生時代にこのようなことを教わったり意識して取り組んだりした経験がないからです。そこで
企業（住友生命）に依頼し、どのように学習を進めていけばよいかのレクチャーを受け、また１年
生を対象に出前授業を行いました。私の構想としては何度か来ていただき、指導を受けながら PBL
を進めていく予定でしたが、本校は行事を充実させるために多くの準備が必要で「総合的な学習の
時間」が「探究」そのものに宛てることが難しいのが現状です。
ですが、「『基礎学力』という力は、AI の存在で重要ではなくなる」とも言われている今、学校

の教育内容をもっと磨き上げねばならないと考えています。
少なくとも卒業する時に、３年間を振り返り、上に表記した力が「向上した」と実感できるよう、

すべての教育活動を通して提供していかねばならないのです。

出前授業の中で紹介された「探究の技法」から１つを紹介します。
【 5 Whys（「なぜ」を5回）】
○ある出来事について「なぜ？」と問い、その答えにまた「なぜ？」と重ねる。５回繰り返すと、
表面の理由から本当の原因に近づく。
例：「教室がうるさい → なぜ？ → 話している人がいるから → なぜ？ → 授業がつまらない
から → なぜ？ → 活動が一方通行だから …」 （これは南中においてはありえませんが･･･）

主体的に課題を見つける力 論理的に考える思考力・判断力
仲間と協力するコミュニケーション力 社会に向けて行動する実践力
自分の生き方や価値観を考える力
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何度でも何度でも「戦争と平和」について考える

今年は戦後８０年節目の年－と言われます。確かに特別な年であり、集会や学校だより等でその
ように発信しました。しかし、今年だけ、８月だけ、ではなく、日頃からアンテナをはって「平和
を守るため」の話し合いをしたり、自分の立場でやできることをするべきだと私は考ます。
パレスチナのガザやウクライナから毎日のように発信されるニュース映像や写真をみる度に、子

ども達が涙や血を流している姿と、我が娘の笑顔とが重なり、理不尽さと怒りを感じるのです。

【生徒アンケート】夏休み中に戦争と平和について考えるきっかけになった－
本、新聞、テレビ番組、映画がありますか？ またどんなことを考えましたか？

○プライベート・ライアン、ミッドウェイ、ゴジラ-1.0：戦争は良くないことではあるが同じ国や協力国どうしではみんな
仲間として結束するのはいいことなのかなと思った。 （１年A組）

○戦争についてあまり考えたことがなかったです。 （１年A組）
○火垂るの墓：戦争についてのひどいところなどがあって、胸が痛くなった。 （１年A組）
○旅行先で、黙祷のアナウンスがあった：何人かの人は足を止めて黙祷を捧げていたが、ほとんどの人(特に若い
人)は何もしていなくて、我が家はお父さんが黙祷をしていたので私もしましたが、多分お父さんがしなかったら私
もしなかったろうなと思い、やっぱり戦争の記憶が薄れ、徐々に忘れられていってしまっているということを実感し
ました。 （１年B組）

○あの花が咲く丘でまた君と出会えたら：戦争に向かう人達はなぜか誇らしげだったから死ぬかもしれないのにどう
してそんなことを思うのだろうと思った。 （１年B組）

○いよわさんの『熱異常』というボカロ曲がきっかけになりました：空想の世界の戦争の曲のようではありますが、残
酷な死に方だと恐ろしく思いながらも、ついつい聴いてしまうのは、こんなことがあってはならないと伝えたいメッセ
ージなのかもしれません。 （１年B組）

○本：それは悲しい話だ。 （１年B組）
○小学校の授業：戦争は人々の命を奪うもので、もう二度としてはいけないものだと思いました。 （２年A組）
○火垂るの墓：戦争の愚かさ （２年A組）
○あの花が咲く丘で君とまた出会えたら：大切な人を無駄な特攻で二度と会えなくなる戦争は起こしてはいけない
ものだと分かった。 （２年A組）

○ラーゲリより愛を込めて、あの花が咲く丘で君とまた出会えたら：焼夷弾の恐ろしさを知った。 （２年B組）
○絵本 『ひろしまのピカ』：原爆は、罪のないたくさんの人々の命を奪ったことを知って、戦争が無くなってほしいと
思った。 （２年B組）

○NHKの番組：当時の被害者の気持ちを考えさせられるような感じだった。 （３年B組）
○なんとなくつけたテレビで戦争をテーマにした作品を紹介していました：戦地にでる兵は「お国のために・・・！」
みたいな「国」に対する忠誠心が強くて、ラジオや勉強、新聞はほぼ洗脳と変わらないと思った。戦争被害の
皆さんは口を揃えて「もう二度と戦争をやらないでほしい」と平和に対する祈りを見ました。でも教科書を見ると日
本は戦争を何回も昔から行ってきました。「なんでもっと早く気付かなかったのか、原爆といった最悪の事態を招
いて取り返しのつかないことをしてしまったのか、最終的には洗脳に近いことまでして戦う意味はあるのか、また国
民が苦しかっただけで上の偉い人たちは人を駒にしか見えてなかったのか」と思いました。 （３年B組）

【９月20日（土）カヌー体験】
「砂町カヌー冒険倶楽部」の

ご指導により、15 名の生徒が清
々しい青空の下で楽しくカヌー
体験ができました。さすが 2 年
生は移動教室で体験しただけあ
り上手でしたが、狭いプール内ではコントロールが思った以上に必要でした。
朝早くから準備いただき、操作の指導から水中でのサポートまでお世話になりました。（通称）

「地区対」の皆様（＝砂町カヌー冒険倶楽部）には、江東区民まつり砂町地区大会、親子スポーツ
レク、わたしたちの音楽会などでもお世話になります。ありがとうございます！

１０月の主な行事（前半）
１日（水） 都民の日 ８日（水）区中研（午前授業）、３年振休

２日（木） 立会演説会生徒会選挙 １０日（金）前期終業式
３日（金） 英語検定 １３日（月）スポーツの日
５日（日） ３年修学旅行（～７日） １４日（火）後期始業式、教育実習始、委員会
６日（月） 文化祭準備 １５日（水）全体道徳、研修会、放学
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